
甘
い
香
り
、

心
地
よ
い
香
り
、

刺
激
的
な
香

り
。
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
店
頭
で
流
す
と
、

不
思
議
な
こ
と
に
客
が
寄
り
つ
い
た
り
商
品
が

売
れ
た
り
す
る
。

人
間
が
受
け
る
感
覚
刺
激
の

中
で
、

視
覚
以
上
に
、

脳
に
印
象
を
刻
む
と
も

い
わ
れ
る
嗅
覚

（
き
ゅ
う
か
く
）

を
制
す
る
こ

と
が
商
売
の
成
功
に
つ
な
が
る
。

最
近
の
「
香

り
活
用
術
」
を
解
明
す
る
。

甘い・心地よい・刺激的…

・

○

呼

び

込

み

表
参
道
ヒ
ル
ズ
な
ど
商
業
施

設
の
開
業
が
相
次
ぎ
来
街
者
が

増
え
て
い
る
東
京
の
原
宿
・
表

夢
道
地
区
。
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン

が
展
開
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
プ
ラ

ン

ド
「
ザ
・
ノ

ー

ス
・
フ

ェ

イ

ス
」

の
原
宿
店
（
東
京
・
渋
谷
）
で
は
、

店
の
前
を
歩
い
て
い
て
ふ
ら
り

と
立
ち
寄
る
買
い
物
客
が
目
立

つ
。
お

目
当

て
は

香
り
だ
。

ダ
ウ
ン
や
フ
リ
ー
ス
な
ど
秋

冬
物
が
並
ぶ
店
内
は
ヒ
ノ
キ
の

香
り
で
包
ま
れ
る
。
と
こ
ろ
が

ど
こ

に
も
、

ヒ
ノ
キ

の
姿
は

な

い
。

香
り

の
元
は
エ

ッ
セ
ン

シ

ャ
ル
オ
イ
ル
を
流
す
芳
香
器

だ
。
木
材

を
多

用
し
た
店

内
に
、

ヒ
ノ
キ
の
香
り
が
流
れ
る
こ
と

で
「
都
心
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て

コ

１
可

てれわ
昌
圏、もつる

消
費
者
を
呼
び
込
む
」

（
ア
ウ

ト
ド
ア
ス
タ
イ
ル
事
漿
本
部
の

三
浦
務
プ

ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
マ
ネ

ー

ジ

ャ

ー
）

。

二
年
前
に
同
店
を
改
装
し
た

際
に
ヒ
ノ
キ
の
香
り
を
導
入
し

た
。
亮
り
上
げ
は
改
装
し
た
初

年
度
に
前
の
期
比
五
〇
％
増
と

大
幅
に
伸
び
、
現
在
も
ニ
ケ
タ

増
で
推
移
し
て
い
る
。

●

も

て
な
し

レ
ク
サ
ス
高
輪
（
東
京
・
港
）

な
ど
、

ト
ヨ

タ
自
動
車

の
高
級

車

「
レ
ク
サ
ス
」
を
販
売
す
る

約
二
十
の
販
売
店
で
は
、

「
レ

ク
サ
ス
の
香
り
」

が
出
迎
え
て

く

れ
る
。

レ
ク
サ
ス
の
香
り
は
四
種

類
。

い
ま

の
季
節

は
ペ
パ

ー
ミ

ン

ト
を

ア
ク
セ
ン
ト

に
か
ん
き

つ
類
や
ユ
ー
カ
リ
な
ど
を
調
合

し
た
さ
わ
や
か
な
香
り
が
店
内

に
流
れ
る
。

こ
の
ほ
か
ヒ

ノ
キ

を
中
心
に
し
て
ウ
ッ
デ
ィ
だ
が

ま
ろ

や
か
な
香
り
、

フ
ロ
ー

ラ

ル
で
軟
ら
か
い
香
り
に
調
合
し

た
も
の
な
ど
を
季
節
に
応
じ
て

㎜ 一「■凋「
「

１

」

切
り

替
え
る
。

「
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

も
気
配
り
を
行
き
届
か
せ
る
こ

と
が
璽
要
」

（
広
報
部
）
と
考

え
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
香
り
を
導

入
し
た
と
ト
ヨ
タ
は
説
明
す

る
。

高
級
感

を
演
出
す
る

こ
と

に
腐
心
し
、
行
き
着
い
た
工
夫

の
ひ
と
つ
が
「
香
り
に
よ
る
お

も
て
な

し
」

だ

っ
た
。

店
頭
に
流
れ
る
香
り
は
好
評

と
い
う
。

「
同
じ
香
り

を
家
で

も
楽
し
み
た
い
」
と
い
っ
た
顧

客
の
要
望
を
受
け
て
、

九
月
に

ｒ

／

陸

’

♂

，

」

■

！

貸
、守

泌
“
，
曜

争

鼻

τ
｝

ｉ

【

匙

見

・

Ｐ

♂

■

ｒ

鮎

｛

」

謹

銘

ぜ

亀

鏑

－・

姦
軽
噛

端

、
確
講

Ｐ

凌
膨

，

ー

．，、
卜
、

４

「

駈

・

し

噌

輪
醗蛸

一…．∴ 瓢
園

ｌ ｌ 一⊃ 昌 、， の ． 』 ＿ 塁

』 ＿

パソコン に接 観し

ホームペ ージと連

動して香リを発生
させる装 置

印象づけく深ドンブラ
五
デ
鰐

入
り

の
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ

ル
オ
イ
ル
四
種
類
（
各
千
八
百

九
十
円
）
を
発
売
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
が
展
開
す
る
服
飾

帷

貨

の

セ

レ

ク

ト

シ

ョ

ッ
プ

「
ド
レ
ス
テ
リ
ア
」
も
神
南
本

店

（
東
京
・
渋
谷
）
で
微
香
の

ろ
う
そ
く
を
店
内
に
置
く
。
心

地
よ
い
か
す
か
な
香
り
を
店
内

に
流
す
こ
と
で
、

「
来
店
客
が

く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
買
い
物
で
き

る
」
（
森
万
恭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

空
間
を
演
出
す
る
。

●

売

り
込
み

十
月
、

Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
の
音
楽

番
組
で
流
れ
る
お
薦
め
の
楽
曲

に
香
り
を
付
け
る
サ
ー
ビ
ス
を

エ
フ
エ
ム
東
票
（
東
県
６
千
代

田
）
が
始
め
た
。

音
楽
は
ラ
ジ

凌

香
り
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

通
じ
て
聴
取
者
に
届
け
る
。

香

り

は
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
意

見
を

採

り
入
れ
、

楽
曲

の
イ
メ

ー
ジ

を
考
え
て
選
ぶ
。

香
り
を
楽
し
み
た
い
聴
取
者

は

ま
ず
、

香
り

の
レ

シ
ピ
を

ネ

ッ
ト
で
配

信
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ

の
サ
イ
ト

「
香
り
通
信
」
で
、
六
種
類
の

エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
オ
イ

ル
を
充

て
ん
で
き
る
香
り
発
生
器
を
購

入
す
る
。
そ
の
う
え
で
番
組
の

サ
イ
ト
か
ら
指
定
の
レ
シ
ピ
を

ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
と
、

芳

香

器
が
自
動
的
に
オ
イ
ル
を
調
合

し
て
香
り
を
発
生
さ
せ
る
仕
組

み

だ
。
こ
の
蓄
想
は
レ
コ
ー
ド
会
社

か
ら
も
好

評
だ
と

い
う
。

エ
フ

エ
ム
東
京
は
「
楽
曲
の
新
し
い

販
促
手
法
と
し
て
定
留
さ
せ
た

い
」

（
池
田
雄
一
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ

ー
）

と
期
待

す
る
．

●

ブ

ラ

ン

ド

東
京
・
銀
座
に
あ
る
高
級
腕

時
計
ブ
ラ
ン
ド

「
フ
ラ
ン
ク

・

ミ
ュ
ラ

ー
」

の

直
営
店
。

木
製

の
扉
を
開
け
て
中
に
入
る
と
、

一
瞬
ツ
ン
と
す
る
香
り
が
嗅
覚

を
刺
激
す
る
。

香
り
の
正
体
は

ジ
ン
ジ

ャ
ー
や

ア
ニ
ス
、

ク
ロ

ー
ブ
、

カ
モ
ミ

ー
ル
な
ど
。

エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
刺
激
と
爽
快

〔
そ
う
か
い
）

感
、
適
度
な
甘

さ
が
混
じ
り
合
う
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
香
り
だ
。

フ
ラ
ン
ク

・
ミ
ュ
ラ
ー
は
ブ

ラ
ン
ド
創
立
十
四
年
に
過
ぎ
な

い
。

「
オ
メ
ガ
」
な
ど
百
年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
競
合
ブ
ラ
ン

ド
が
ひ
し
め
く
機
械
式
高
級
腕

時
計
の
中
で
は
新
参
者
だ
。

ブ

ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
を

い
ち
早
く

印
象
づ
け
、

新
規
顧
客
を
開
拓

し
た
い
。

そ
ん
な
狙
い
が
「
香

り
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
に
込

め

ら
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
あ
え
て
、

万
人
受
け

す
る
心
地
よ
い
香
り
で
は
な
く

刺
激
的
で
好
き
嫌
い
が
は
っ
き

り
す
る
香
り
を
店
内
で
流
す
こ

と
に
し

た
。

「
た
る
型

の
フ
ォ

ル
ム
な
ど
、

前
衛
的
な
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
を
来
店
客
に
伝
え

る
」

と
ワ
ー
ル
ド
通
商
フ
ラ
ン

ク
・
ミ
ュ
ラ

ー
ブ
テ
ィ

ッ
ク
営

業
部
の
奥
野
倫
也
部
畏
は
説
明

す
る
。
近
隣
に
は
店
内
の
デ
ザ
イ
ン

や
調
度
で
高
級
感
を
演
出
す
る

「
グ
ッ
チ
」

や
「
シ
ャ
ネ
ル
」

な
ど
の
旗
艦
店
が
あ
る
。

フ
ラ

ン
ク

・
ミ
ュ
ラ
！
は
こ

れ
ら
高

級
ブ
ラ
ン
ド
と
の
差
異
化
を
香

り
に
託
す
。手

法
が
必
要
」
と
主
張
す
る
。

嗅
覚
や
触
覚
は
好
き
嫌
い
が

は
っ
き
り
す
る
リ
ス
ク
は
高

い
が
印
象
の
強
さ
は
魅
力

だ
。
地
方
の
小
売
企
業
や
サ

ー
ビ
ス
企
榮
か
ら
、
情
緒
に

訴
え
る
販
促
手
法
に
関
心
を

示
す
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

と

い

う
。

あ
る
香
り
を
か
い
だ
瞬

間
、
そ
の
香
り
に
ま
つ
わ
る

記
憶
が
よ
み
が
え
る
体
験
は

「
プ
ル
ー
ス
ト
効
果
」
と
呼

ば
れ
る
。

近
歳
大
の
宮
沢
三

雄
教
授
（
天
然
香
料
化
学
）

は

「
嗅
覚
は
視
覚
に
次
い
で

脳
に
与
え
る
刺
激
が
大
き

い
」
と
指
摘
す
る
。
記
憶
に

残
り
や
す
い
香
り
を
活
用
し

．

て
プ
ラ
ン
ド
や
商
品
の
よ
い

イ
メ
ー
ジ
を
消
費
者
に
植
え

付
け
る
手
法
は
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
。

た
だ
、

実
際
に
「
香
り
を

檎
成
す
る
物
質
が
ど
の
よ
う

に
人
聞
に
作
用
す
る
か
の
生

理
的
・
化
学
的
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
ほ
と
ん
ど
未
解
明
」

（
宮

森
林

の

中
を

イ

メ

ー
ジ

し
、

店

内

に
ヒ

ノ
キ

の

香

り
を

流
す

「
ザ
・

ノ

ー
ス

．

フ

ェ
イ
ス
」

原
宿
店

（
東
京
都
渋
谷
区
）

「
レ
ク
サ
ス
」
の
香
り
な

ど
を

コ
ン
サ
ル

テ
ィ

ン
グ
し

た

エ
ア
ァ
ロ

マ

（
東
京

・
渋

谷
）
の
片
岡
郷
社
長
は
「
企

業
イ
メ
ー
ジ
の
統
一
（
Ｃ
ｉ
）

な
ど
に
香
り
を
活
用
し
た
い

と
い
う
依
頼
が
増
え
て
い

る
」

と
話

ず
。

最
近
は

フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
企

業
や
サ

ー
ビ
ス

企
築
だ
け
で
な
く
金
融
機
関

や
重
厚
長
大
産
業
の
企
業
か

ら
、

Ｃ
ー
を
表

現
す
る
香
り

を
調
合
し
た
い
と
い
っ
た
相

談
が
舞
い
込
む
と
い
う
。

日
本
人
と
香
り
と
の
か
か

　

ド

コ

わ
り
は
、

六
世
紀
の
仏
教
伝

来
と
と
も
に
大
陸
か
ら
入
っ

た
お
香
が
始
ま
り
と
い
わ
れ

る
。

貴
族
や
武
士
階
級
な
ど

で
お
香
を
愛
用
す
る
習
慣
は

あ
っ
た
が
、

香
り
の
文
化
が

大
衆
化
す
る
の
は
戦
後
の
こ

と
だ
。

こ
こ

十
年
は

エ
ッ
ゼ

ン

シ
ャ
ル
オ

イ
ル
を

使
っ
た

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
（
芳
香
療

法
）
が
普
及
、

香
り
を
強
調

し
た
飲
料
や
加
工
食
品
な
ど

も
相
次
ぎ
登
場
す
る
な
ど

「
香
り
」
が
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

に活用１Ｃ

Ｌ企業が関心

（注）エ ア アロマ 社 の酋 リ のデ ー タベ ース を 基に 作成

博
報
堂
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど
視
覚
に
頼
る
宜

覚
だ
け
で
な
く
触
覚
な
ど
五

ン
の
宮
沢
正
憲
部
長
は
テ
レ

伝
広
告
の
限
界
を
指
摘
、
「
嗅

感
を
通
し
て
情
緒
に
訴
え
る

「
難
墓
駕
ガ」「
繍

一

印
象
の
相
関
が
部
分
的
に
わ

一

か
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

一

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
効
果
が

期
待
さ
れ
な
が
ら
、

実
用
例

が
増
え
な
か
っ
た
の
は
こ
の

た
め
だ
。

香
り
や
に
お
い
を
店
頭
で

流
す
場
合
は
、
周
辺
へ
の
注

意
も
必
要
だ
。
「
九
九
九
年

か
ら
二
〇
〇
二
年
に
か
け

て
、
焼
き
馬
店
か
ら
出
る
に

お
い
を
巡
っ
て
、
神
戸
市
内

に
あ
る
焼
き
鳥
店
の
周
辺
住

民
が
に
お
い
発
生
の
豊
し
止

め
と
損
害
賠
償
を
焼
き
鳥
店

な
ど
に
求
め
た
訴
訟
（
住
民

側
敗
訴
の
大
阪
高
裁
判
決
が

確
定
Ｖ

が
あ

っ
た
。

こ
う
し

禿
ト
ラ
ブ
ル
を
生
む
の
も
、

香
り
が
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト

の
強
さ
の
証
左
か
も
し
れ
な

い
。

蓮
藤
邦
生
）


